
「筑波」 木製軍艦
排水量 1978トン

速力 8ノット

長 34 フィート

幅 18 フィート

45日間

軍艦14隻、運送船4隻。1872（明治5）年兵部省から独立

した海軍省が保有する艦船である。この中の一隻「筑波」は、

明治政府が1871（明治4）年にイギリス商人から購入した最

初の軍艦で、そのほかの大部分は徳川幕府や諸藩から引き渡

されたものであった。

1874（明治7）年台湾出兵により、海軍の兵力、艦船など軍

備力の不足を痛感した政府は、翌年イギリスに「扶桑」「金剛」

「比叡」の3隻を発注し軍備の近代化を進めた。

アメリカ・ハワイを訪問4/14

横浜帰着

11/6

品川出航

12/14着

1/20発

2/11着

3/1発

45日間

39日間

23日間

こうした中、1875（明治8）年11月6日海軍兵学寮の生徒66人を乗せた「筑波」はサンフランシスコ・ホノルルの遠洋実

習航海に出航した。復路寄港したホノルルでは、艦長以下、士官たちは国賓並のもてなしを受け、新政府が誇る軍艦の威

容に感動したカラカウア王が乗船を希望するなど両国の距離は一気に縮まった。

それは、ハワイ日本人移民史におけるもうひとつの幕開けでもあった。

第1回海軍練習航海航程図
1875（明治8）年11月6日～1876（明治9）年4月14日

ホノルル

サンフランシスコ
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報告書 「筑波」艦長 海軍中佐 伊藤雋吉

1876（明治９）年2月16日 ハワイ国王に謁見

日本帝国 領事心得ディクソンの紹介スピーチ

カラカウア王のお言葉

2月25日 カラカウア王ご来艦

新聞の報道

わが国のハワイ領事心得であるI.B.ディクソンの案内により、小官以下10人は本日12時に布哇国国王陛下と謁見した。

宮殿に向かう中庭に於いて王国楽隊の吹奏と親衛隊の栄誉礼に迎えられた。

日本とハワイ国間に通商関係はありますが両国人の交流は無きに等しく、今回の軍艦「筑波」の来航は格別なものがあります。軍艦「咸臨

丸」が寄港して早や16年、その間に日本は急速な発展を遂げ文明国の仲間入りを果たさんとしています。その実力は「筑波」が太平洋を横断

することを見ても明らかです。伊藤艦長はハワイ国の歓待を深謝すると共に両国間が一層緊密になることに尽力すると誓われ、殿下に謁見

の機会を得られたことを光栄に思うと申されています。

予は日本軍艦「筑波」艦長伊藤中佐を始めとする士官諸君を歓迎する機会を得られたことに感謝する。今回の

来訪を新たな機縁として、わがハワイ国と、国富み人口多き日本帝国との友好関係がさらに深まることを望む。

日本はわが国に最も近く、祖先をたどればわが国民と類似していることにも不思議な縁を感じる。日本からの移

民受け入れが実現すれば、わが国の砂糖産業の発展と、日本の人口過剰の解決、これらは両国間の国益と商業

の発展に寄与するものと確信する。「筑波」の来訪は、明るい未来を開いてくれた。また、今朝の内務大臣官邸構

内火災には、筑波から逸早く防火隊が派遣され大事に至らなかった。この場を借りて厚くお礼申し上げる。

艦に満艦飾を施し中央マストにハワイ国旗を上げ、歓迎の準備が完了。

先首に王旗を掲げた端舟（たんしゅう） 1隻と小蒸気船1隻を桟橋まで陛下のお迎えに参上

させる。 * 端舟 機関または帆を使用しない舟。カッター。

陛下と随員ら8人が乗艦されると同時に端舟の王旗を中央マストの国旗と掛け替え、礼砲21

発を放ち、歓迎の意を示す。陛下をキャビンにご案内し、酒菓をお勧めする。

陛下のご希望により水兵による小銃操練を披露、機関室をご覧になった後、甲板に上がり、

火災操練を見学され再度キャビンに戻りご接待。

王旗を端舟に戻す。陛下が乗船されると祝砲21発を打ち、お見送りをした。

満艦飾を収納する。

10時

10時 30分

11時

11時 30分

０時 19分

1時 30分

午前

午後

士官教育の練習航海と親善を目的とした日本の軍艦「筑波」がサンフランシスコに入港し

た。装備はわが国の軍艦に勝るとも劣らず、アメリカン・スタイルの青い海軍服を着た士官

候補生は礼儀正しく清々しい。

日本は新しい政治体制のもと、国際法を理解して外国との円滑な関係を築く一方、国民

には宗教的信条を保障し、教育・郵便・貨幣制度を整え、陸海軍を組織して防衛力を高めた。

若者を米欧に留学させ、科学・芸術・言語・法律を学ばせるなど急速に発展している。

艦内を見学したが、生徒の航海日誌には日英両語を併記して英文は巧みで誤りがない。

見慣れぬ外国人の入室にも臆することなく、堂々と紳士の如き振る舞い、皆が知識階級の

顔つきをしている。

同乗している英国人教師オースチンによれば、「日本の海軍士官の能力と生活態度は英

国士官と同程度、若しくはそれ以上」とのこと。

16年前に来航した「咸臨丸」の乗組員の日本着姿を記憶しているサンフランシスコの

人々は、颯爽とした軍服姿と「筑波」の威容に驚きと興奮を隠さなかった。

ニューヨーク・デイリーヘラルド

サンフランシスコ・クロニクル

広瀬彦太 大海軍発展秘史

1875年12月15日

1875年12月21日

の要約

絵入朝野新聞

1884(明治17)年11月18日

国立国会図書館蔵

国立公文書館蔵

国立公文書館蔵

伯爵山本権兵衛伝 国立国会図書館蔵

※ハワイ国の出席者 外務・大蔵・司法大臣、カウアイ島総督ほか10人 通訳 石村市五郎 元年者

※ I.Bディクソン 1875（明治8）年11月～1877（明治10）年2月までハワイ駐在米国公使の推挙により明治政府が日本帝国

領事心得(代理)として任命した

ハワイ王国 カラカウア王

*
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1893（明治26）年2月23日・12月2日 軍艦「浪速」

ハワイ王国の政変を心配した明治政府は、外務省参事官秋月左都夫に軍艦「浪速」に同乗して状況査察を命じた。12月23日、秋月は駐ハワイ

総領事藤井三郎・艦長東郷平八郎らと情報分析にあたり、「日本人移民の生活には直接的影響はない」と判断して帰港した。

翌年1月17日、臨時政府発足、1周年記念日に不穏な動きが発生した時の対応策として、政府は再び「浪速」に派遣を命じた。

臨時政府は到着した東郷艦長に「艦を満艦飾にして、正午には礼砲を発してほしい」と申し入れをしたが、東郷はハワイ王国の独立を侵すとし

て断固拒絶。臨時政府に中立的立場を示し、日本人移民の安全を確認して4月2日ホノルル港を後にした。

東京朝日新聞 1893（明治２６）年2月7日

1906（明治39）年9月26日 練習艦「姉川」

「姉川」の前身は、日本帝国海軍が日露戦争の旅順海戦で沈没したロシア義勇隊所属の運送船を、引き揚げ後、軍艦に改装した。

排水量1万１７００トン・船長４６７尺・速力１６．９ノット・定員４３９人の巨艦である。

『姉川来る』の報せにカカアコの日本人漁民たちは４０隻あまりの漁船を満艦飾にして港外まで出迎え、「姉川」はこれに登舷礼で答え、花房艦

長は漁民たちに乗艦の特別許可を与えた。この感激の熱気は９月３０日・１０月１日の大歓迎会へと続き、乗組員５９０人との交歓交流は大賑わ

いであった。

６日午後には艦内に数百人を招いてアットホーム を催し、同日ヒロに向けて出港。１３日にはマウイ島のカフルイ港に寄港した後、再びホノル

ル港に寄港、送別の大声援を受け、日本帰港の途についた。

日清・日露の戦勝は、在留日本人に民族意識を強く焼き付けたばかりか、プランテーションで働く日本人に誇りと自信を持たせ、先住労働者

の清国人（当時の呼称）より受けていた圧迫感をはね返し、その上、日本人社会の発展のエネルギ－となった。

※

※アットホーム 軍艦に招待してもてなすこと

資料① やまと新聞１９０6（明治39）年９月２６日

東郷神社蔵

１６年ぶりとなる日本の軍艦の来航

にハワイ国民は小躍りして喜び、カラ

カウア王は伊藤艦長ほか士官を宮殿

に招き祝宴を催された。

市内見物に出かけた約１００人の乗

組員は全員実に礼儀正しく、日本の

巡洋艦が度々寄港することを望む声

も聞かれた。

伊藤艦長より日本国旗を授与され、

また様々なご配慮を頂戴した。

国立公文書館蔵

在ハワイ日本領事心得

I.B.ディクソン

1876（明治9）年3月14日

外務卿 寺島宗則 閣下

公信 第五号

「浪速」
排水量 3700トン

速力 18ノット

長 91.5ｍ

幅 14.0ｍ

「姉川」
排水量 11700トン

速力 １６．９ノット

長 140.1ｍ

幅 17.4ｍ

当館蔵

なにわ

あねかわ



4月5日在留日本人合同の歓迎大園遊会が開催された。

会場のボ－イズフィールドには洋食・ビール・果物などの屋台の店が並

び、舞台では手品、芸奴の総踊りが披露された。広場では島々から参加

した剣士と軍人との撃剣試合も行われ人々の目を惹いた。参加者は約

7000人であった。

資料③ 日布時事 １９０9（明治42）年4月６日

「帝国練習艦隊の来航」を一面全ぺ－ジで報道

資料② パシフィック・コマ－シャル・アドバタイザ－１９０9（明治42）年4月６日

1909（明治42）年4月1日 練習艦隊「阿蘇」「宗谷」

親日派と排日派に分裂した ハワイの上院と下院議会
１９０９（明治42）年２月中旬開催のハワイ議会は荒れ模様となった。

２月１８日 開会冒頭にマウイ島選出のコエロ上院議員は、日本人が独占す

る漁業者を締め出すため「海上３マイル以内の漁業従事者はア

メリカ市民権を有する者に限る」との法案を上院に提出した。

検事総長は日米条約に違反するとして反対を表明、英字新聞

もこぞって反対論を展開したが、わずか1票差で成立した。下院

では「魚価の騰貴を招き経済的損失が大きい」として否決、同

法案は廃案となった。

ダウシット下院議員は「日米親交の維持をハワイ議会の意志」と

して、アメリカ議会に表明しようと下院に提出、法案は満場一

致で可決した。ところがカリフォルニア州マッカ－シ－議員から

「排日法は中央政府とカリフォルニア議会間の問題であり、これ

はハワイ議会の越権行為である」と横やりが入り、結局ハワイ上

院がこれに呼応して法案は握りつぶされた。

ハワイ議会上院と下院が親日、排日論争で揺れ動く中、練習艦

隊「阿蘇」「宗谷」がホノルル港に入港。

下院は、日本帝国練習艦隊歓迎決議案を採択した。「世界最大

の海戦 （ 日露戦争 ） に際し、東郷平八郎大将指揮の下で功績

をあげた両艦の武人の来航を議員一同歓迎する。練習艦隊の

来航は日米両国の親善関係を一層密なるものにすることを確

信する。本決議文は日本帝国総領事を経て伊地知司令官に送

る。日本万歳」

こうした一連の出来事は、１９０6（明治39）年10月サンフラン

シスコ東洋人学童隔離事件に端を発した排日運動がハワイに

押し寄せてきた結果である。

4月 １日

しかし、本土とハワイの相違点は①ハワイの日本人が白人労働者の仕事を浸食し、その賃金を押し下げるという脅威も全くなく、②土地を

手に入れて農業生産を白人農業者に取って替わることもなく、③低賃金で真面目に働く日本人労働者の存在なくしてはプランテーション経

営も覚つかないという現実から、結果的にハワイの日本人排斥運動は大きなうねりとはならなかった。特筆すべきは、農地はハワイ人と白人

勢力が所有していたため、日本人労働者は農地の取得が困難で農業生産者とはなり得なかったことにある。

来航記念の絵葉書も

売り出された

２月１９日

4月 5日

「阿蘇」
排水量 7726トン

速力 22ノット

長 135.6ｍ

幅 17.4ｍ

「宗谷」
排水量 6604トン

速力 23ノット

長 126.8ｍ

幅 15.8ｍ

当館蔵

当館蔵

当館蔵

あ そ そうや



1914（大正３）年10月21日 軍艦「肥前」

資料⑤ 日布時事 １９１4（大正3）年10月2１日

大阪毎日新聞 号外 １９１4（大正3）10月23日

1902（明治32）年１月２０日～1923（大正12）８月１７日

両国の勢力範囲を相互に承認し、国益を排他的に保障しあう軍事同盟条

約。1907（明治４０）年８月英露協商が成立、1918（大正7）年ドイツ帝国が

消滅すると、日英同盟は西太平洋および南太平洋における日本の優勢をイ

ギリスが支持する保証書のようなものになった。

1921（大正１０）年、アメリカが提唱した日本、イギリス、フランスとの間で

４か国条約が締結されると日英同盟条約は１９２３（大正12）年８月失効した。

国史大辞典

日英同盟条約を締結していたわが国は、1914（大正3）年8月4日、英国が欧州大戦（第一次世界大戦）に参加したことにより、同月23日ド

イツに対して宣戦を布告した。

同年10月15日、帝国海軍は対独戦線を「青島方面」「太平洋方面」「布哇方面警備」「インド洋及びオウストラリア方面」「地中海方面」「ウラジ

オストック警備」の6方面に分ける作戦を立て艦船を配備し、ドイツの主要基地である青島を陸軍と共に3か月余りで陥落した。

同日、行き場を失った軍艦ガイヤ－号が石炭補給船を従えてホノルル港に入港。日英両国領事はハワイ税関長に即刻退去を要請したが、

「アメリカは中立国であり、24時間内の停泊は国際法上認められ、しかも修理と補給を目的としている。当職には退去命令を出す職務権限

はない」として強制退去の措置は取られなかった。

こうした中、10月21日、戦艦「肥前」が到着したが、交戦国という立場からホノルル港には入港せず、ホノルル沖合5マイルの公海上でガイ

ヤ－号の監視を始め、公海上で迎え撃つ作戦を取った。同月30日には「浅間」が支援に駆けつけ、双方のにらみ合いが続いた。

11月8日、ワシントンの命を受けたムーア提督が武装解除を通告、「ガイヤ－号」船長は何ら抵抗することなくこれに応じ、乗組員全員は戦

争終結まで抑留された。

9日 「肥前」はホノルル湾口に投錨。艦長は有田領事を伴い、ム－ア提督、知事、税関長を表敬訪問し、翌日、沖合の「浅間」と合流して「太

平洋方面警備」に赴いた。

移民史上、戦闘を使命とした初めての軍艦の来訪は、在留日本人の祖国愛をかき立てたが、一方アメリカはイギリスと足並みをそろえて

戦った帝国陸海軍の高い戦闘能力に強い警戒心を持った。

アメリカの参戦は1917（大正６）年４月７日

ハワイでは人種国籍を問わず在留日本人も「友邦外人（フレンドリ－・

エイリアン）」として入隊志願が許可され、日本人中隊が誕生した。

「肥前」 日露戦争の戦利品 排水量１万2000トン

資料④ 日布時事 １９１4（大正3）10月15日

「ガイヤ－号」
排水量

速力

装備

乗組員

「肥前」
排水量 12700トン

速力 18ノット

長 117.85ｍ

幅 22.0ｍ

ひぜん

1630トン

17ノット

40吋砲８門水雷発射管２個

１８８人

日英同盟条約

資料① https://hojishinbun.hoover.org/?a=d&d=yms19060926-01.1.2 

資料② https://chroniclingamerica.loc.gov/lccn/sn85047084/1909-04-06

資料③ https://hojishinbun.hoover.org/?a=d&d=tnj19090406-01

資料④ https://hojishinbun.hoover.org/?a=d&d=tnj19141015-01

資料⑤ https://hojishinbun.hoover.org/?a=d&d=tnj19141021-01  

資料⑥ https://hojishinbun.hoover.org/?a=d&d=tnj19170512-01 



アメリカ駐日ガスリー大使遺体搬送のため、アメリカ本土に向う途中に寄港。

寄港にあたり、帝国総領事館は在留日本人に日米国旗の掲揚について注意を促し、特に漁船には、マストより2本のロープを下げ、右側には

日本国旗を左側にはアメリカ国旗を半旗として弔意を表すよう具体的に示した。

1924(大正13)年にもアメリカ駐日大使の遺体搬送が軍艦「多摩」により行われたが、復路の寄港であった。

大正時代の日米間は緊密であった。

1917（大正6）年5月12日 軍艦「吾妻」

当館蔵

1915（大正４）年３月２５日 Ｆ４号遭難
米海軍の潜航艇F4号がホノルル港外約２マイル地点で潜行訓練中、事故によ

り沈没。同海軍は全力を挙げて捜索を開始したが、３０日現在発見に至らず。乗

組員の生存は絶望視された。

２６日、パナマ運河開通式・パナマ太平洋万国博覧会に帝国政府代表者として

参列して米国から帰朝中にホノルルに寄港した出羽重遠海軍大将は、遭難の報

に接し米国海軍卿ダニエルにお見舞い電報を送った。

３０日、ホノルルの日本人漁民は、「漁船を出動して支援したい」とムーア提督

に申し出て、捜索活動に従事した。

４月１日、有田八郎領事は、横浜正金銀行に新聞社・経済界・宗教界の重鎮を

招き、「日本人社会から義援金を募る」ことを決定し、100ドルを贈呈した。

4月１６日、日本人商人同志会は別途「金５０ドルを米国潜航艇Ｆ４号遺族救護

会に贈る」ことを決定した。

布哇報知 １９１７（大正6）５月１１日

布哇報知 １９１７（大正6）年５月１１日

布哇報知 １９１5（大正4）年4月6日

「吾妻」
排水量 9326トン

速力 20ノット

長 135.9ｍ

幅 18.0ｍ

あづま

資料⑥ 日布時事 １９１7（大正6）年5月12日



1939（昭和14）年10月18日 練習艦隊「八雲」「磐手」

１日

7月26日

ハワイ米国海軍情報部発表 『「八雲」「磐手」の両艦が10月18日ホノルルに、10月22日ヒロに寄港』

アメリカ国務省 日米通商航海条約破棄を発表

英仏がドイツに宣戦布告

ハワイ島の日本人に郵送された 「日本の愛国国債」 が押収される

練習艦隊の本土行き中止を決定

3日

9月26日

９月28日

アメリカが日米通商航海条約の一方的破棄を通告。英仏対ドイツの開戦。日本を取り巻く世界情勢の急変と確実に悪化の道をたどる日米関

係を鑑み本土への遠洋航海を中止。 航路を南方方面に変更して12月20日横須賀に帰港した。以後、アメリカ・ハワイへの遠洋航海は行われ

ることなく、2年後の1941(昭和16)年12月7日(ハワイ時間)、日本軍の真珠湾攻撃により太平洋戦争へ突入した。

日布時事 １９39（昭和14）年10月19日

日布時事 布哇年鑑 １９４０（昭和１５）年

6月

9月

練習艦隊本土行を中止 寄港までの出来事

「八雲」
排水量 9695トン

速力 20.5ノット

長 124.7ｍ

幅 19.6ｍ

「磐手」
排水量 9750トン

速力 20.75ノット

長 132.28ｍ

幅 20.9ｍ

当館蔵
当館蔵

やくも いわて

艦隊歓迎会

於：ホノルル日本帝国総領事館後庭

ハワイ島ヒロの艦隊歓迎委員と

司令官澤本頼雄中将

日布時事 布哇年鑑 １９４０（昭和１５）年



寄港年月 軍艦・練習艦名 主な出来事

1876（明治　９）年　２月 ①筑波 カラカウア王に謁見

1883（明治１６）年　８月 ②龍驤（りゅうじょう） 乗組員16人が脚気により死亡

１８８４（明治１７）年　９月 ③筑波

1888（明治21）年　5月 ④筑波

1890（明治23）年10月 ⑤筑波

1893（明治26）年1月⑥・2月⑦・12月⑧ ⑥金剛　⑦浪速　⑧浪速 ⑦ハワイ王国政府崩壊による在留日本人保護

1894（明治27）年　3月 ⑨高千穂

1895（明治28）年　3月 ⑩高千穂

1897（明治30）年　5月⑪・7月⑫ ⑪浪速　⑫比叡 ⑪日本人上陸拒否事件

1899（明治32）年　3月⑬・４月⑭ ⑬千歳　⑭比叡

1902（明治35）年　7月 ⑮金剛

1906（明治39）年　9月 ⑯姉川

1907（明治40）年　2月 ⑰練習艦隊　橋立・厳島・松島

1908（明治41）年10月 　米国大西洋艦隊寄港

1909（明治42）年　4月⑱・11月⑲ ⑱練習艦隊　阿蘇・宗谷　⑲出雲 ⑲サンフランシスコでのポーランド祭参列

1910（明治43）年11月 ⑳練習艦隊　浅間・笠置

１９１３（大正　２）年１２月 ㉑出雲

１９１4（大正　3）年　5月㉒・10月㉓ ㉒練習艦隊　浅間・吾妻　㉓肥前
㉓ドイツ軍艦「ガイヤー号」監視

１９１5（大正　4）年　3月㉔・　4月㉕ ㉔常盤　㉕出雲 ㉔アメリカ潜水艦ホノルル港外で遭難

１９１6（大正　5）年　3月 ㉖練習艦隊　常盤・千歳 ロシアよりアメリカへ金塊輸送

１９１7（大正　6）年　5月㉗・６月㉘・７月㉙ ㉗吾妻　㉘練習艦隊　常盤　㉙吾妻 ㉗アメリカ駐日大使の遺体搬送

１９１8（大正　7）年　5月㉚・8月㉛ ㉚練習艦隊　浅間・磐手　㉛軍艦　浅間 ㉛アメリカ参戦によりハワイ近海警備

１９１9（大正　8）年11月 ㉜練習艦　八雲

１９20（大正　9）年　6月 ㉝春日 メーン州合衆国加盟１００年祭参加

１９21（大正10）年　9月 ㉞練習艦隊　出雲・浅間

１９22（大正11）年　7月 ㉟練習艦隊　磐手・出雲・浅間

１９24（大正13）年　2月㊱・８月㊲ ㊱練習艦隊　浅間・出雲・八雲　㊲多摩 ㊲アメリカ駐日大使の遺体搬送

１９２７（昭和　２）年　７月㊳・８月㊴ ㊳練習艦隊　磐手・浅間　㊴練習艦隊　八雲・出雲

１９２8（昭和　3）年　８月㊵ ㊵軍艦 多摩

１９２9（昭和　4）年　7月 ㊶練習艦隊　磐手・浅間

１９33（昭和　8）年　6月 ㊷練習艦隊　磐手・八雲

１９35（昭和10）年　6月 ㊸練習艦隊　浅間・八雲

１９36（昭和11）年１0月 ㊹練習艦隊　磐手・八雲

１９39（昭和14）年１0月 ㊺練習艦隊　八雲・磐手

髙山善裕 国立国会図書館 ・ 寺田 稔 衆議院議員事務所 ・ 松木鶴美 ・ 中東靖恵 ・ 植田佳宏 広島県立図書館 ・ 岡村 健 ・ 山本朝世 敬称略

協 力

軍艦筑波－偉大なる航海－岡村 健 ・ 戦前外務省記録 軍事、 国防、 教育、 演習

大海軍発展秘史 広瀬彦太 ・ 外国軍艦の日本訪問に関する一考察 川井 裕 ・ 明治海軍の三大航海から その２ 大井昌靖 ・ 近世帝国海軍史要 海軍有終会

布哇日本人発展史 森田 栄 ・ 布哇日本人史 木原隆吉 ・ 日本人のハワイ 山下草園 ・ 日布時事布哇年鑑 ・ 帝国海軍写真と史実 海軍有終会

明治の海軍物語 中島 武

参考文献及び引用文献

軍艦・練習艦のホノルル寄港年表 ( 特務艦を除く )

1876（明治9）年～1939(昭和14)年

太平洋戦争までにハワイ・アメリカに派遣された軍艦・練習艦のホノルル寄港は40数回に及ぶ。その役割

として、
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